
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

１：保護者による学校評価で
「学校は家庭や地域とのかか
わりを深める教育活動に取り
組んでいますか」の項目で、
Ａ・Ｂ評価が７５％未満である。

２：保護者による学校評価で
「学校は家庭や地域とのかか
わりを深める教育活動に取り
組んでいますか」の項目で、
Ａ・Ｂ評価が７５％以上である。

〇日頃から地域
との連携ができて
いると感じる。4

〇とても丁寧な対
応をしていただい
ていると思いま
す。

○日々の授業
の充実、算数
少人数と算数
補習教室の充
実、学習カルテ
の活用などを
通して、基礎学
力の定着や思
考力・判断力・
表現力の育成
に努めた結
果、保護者か
らの評価が９
４．５％と昨年
度より１％向上
した。
今後も、OJTや
校内研究を日
常の授業改善
に活かしてい
く。

１：保護者による学校評価で
「お子さんは友達と仲良く遊ん
だり勉強したりして、楽しく学校
生活を送っていると思います
か。」の項目で、４段階Ｂ以上
が６５％未満である。

３：保護者による学校評価で
「学校は家庭や地域とのかか
わりを深める教育活動に取り
組んでいますか」の項目で、
Ａ・Ｂ評価が８０％以上である。

〇学校を挙げて
様々な場面での
取り組みは評価
できる。

〇学校公開での
授業で教科書を
大写しにしていた
り、動画を映した
り活用されている
ところを拝見し
た。
更に、活用される
ことが期待でき
る。

４：保護者による学校評価で「学校
は、体育や保健指導等の実施をと
おして、お子さんの体力向上や健
康の促進に積極的に取り組んでい
ると思いますか。」の項目で、４段
階Ｂ以上が７５％以上である。

校内研究会の研究授業の事前・事後授業、公
開授業等を推進する。
 
 

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、指
導する。

算数・数学到達度をステップ学習チェックシート
で児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の
方々とのコミュニケーション能力の育成等を図っ
ている。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生徒
に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都
及び区の資料を活用した授業等を行う等道徳
指導充実のための取組を行う。

子ども一人ひとりの
身体活動量を増加さ
せて意欲や気力の元
となる総合的な体力
を育みます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善
に生かす。

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ機
器を活用した授業を実施する。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

新体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践す
る。

給食指導及び教科等における指導を通して、食
生活の充実・改善をねらいとした「食育」を推進
する。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通し
て、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生活
習慣についての意識啓発を行う。
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　児童・生徒一人ひと
りの学ぶ意欲を高
め、確かな学力を定
着させます。

４：保護者による学校評価で
「お子さんは友達と仲良く遊ん
だり勉強したりして、楽しく学校
生活を送っていると思います
か。」の項目で、４段階Ｂ以上
が８５％以上である。

小中一貫による教育の視点に立った生活指導
の充実により、社会のルールや学校のきまりな
どを守ろうとする意識を高める。

目標に対する成果指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果
よりストレス症状のみられる児童・生徒に対して
組織的に対応する。

成果
評価

これまでの取組
及び

今後の改善策

２：保護者による学校評価で
「お子さんは友達と仲良く遊ん
だり勉強したりして、楽しく学校
生活を送っていると思います
か。」の項目で、４段階Ｂ以上
が６５％以上である。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未
然防止、早期発見等のための取組を実施す
る。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力
を生かした特色ある教育活動を実践する。

４：保護者による学校評価で
「学校は家庭や地域とのかか
わりを深める教育活動に取り
組んでいますか」の項目で、
Ａ・Ｂ評価が８６％以上である。

大項目 取組内容

子ども一人ひとりの
健全な自己肯定感・
自己決定力を高め、
未来への希望に満ち
た豊かな人間性を育
みます。

豊
か
な
心
を
育
む

３：保護者による学校評価で
「お子さんは友達と仲良く遊ん
だり勉強したりして、楽しく学校
生活を送っていると思います
か。」の項目で、４段階Ｂ以上
が７５％以上である。

学
力
向
上

目標

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任
教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施し
OJTを充実させる。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能
である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○学校支援地
域本部との連
携を図り、児童
へのサポート
や特色ある教
育活動の展開
ができた。
また、地域の
人材を活用し、
10名の講師を
招聘し、6年生
へのキャリア教
育を実施した。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

地域の人材を活用し、キャリア教育を推進す
る。
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地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価を
受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームページ
等で公開及び更新することにより、積極的に情
報を発信する。

家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上

学校・家庭・地域の
果たすべき役割や責
任を明らかにするとと
もに相互の連携を深
め、地域とともに子ど
もを育てる仕組みを
つくります。

体
力
向
上

教
育
環
境
向
上

教員の指導力向上、
施設の整備や講師・
支援員の配置などの
学校サポート体制の
充実に取り組み、学
習環境の向上を図り
ます。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

○メンタルヘル
スチェック結果
の活用やいじ
め対策の推進
などと通して、
「友達と仲良く
遊んだり勉強し
たりして楽しく
学校生活を
送っている。」
と肯定的な保
護者か９６％と
目標値の１１％
を上回った。今
後も、学校のき
まりの焦点化と
定着、道徳教
育の充実を図
り、自己肯定感
の育成に努め
ていく。

○体力調査結果
から、学校の合
計点は全ての学
年で平均を上
回った。しかし、
「立ち幅跳び」「２
０mシャトルラン」
が平均に達して
いない学年が多
いことが分かっ
た。このことか
ら、「縄跳び運
動』を一校一取
組とし、学校全
体で取り組んで
いる。一学級一
取組としても各
学級の実態に応
じて外遊びを推
奨したり授業改
善を図ったりと
取り組みを行っ
ている。
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４：保護者による学校評価で
「学校は、児童の学力の定着・
向上のために工夫した分かり
やすい授業を行っていますか」
の項目で、Ａ・Ｂ評価が９４％
以上である。

３：保護者による学校評価で
「学校は、児童の学力の定着・
向上のために工夫した分かり
やすい授業を行っていますか」
の項目で、Ａ・Ｂ評価が９０％
以上である。

２：保護者による学校評価で
「学校は、児童の学力の定着・
向上のために工夫した分かり
やすい授業を行っていますか」
の項目で、Ａ・Ｂ評価が８５％
以上である。

１：保護者による学校評価で
「学校は、児童の学力の定着・
向上のために工夫した分かり
やすい授業を行っていますか」
の項目で、Ａ・Ｂ評価が８５％
未満である。

２：保護者による学校評価で「学校
は、体育や保健指導等の実施をと
おして、お子さんの体力向上や健
康の促進に積極的に取り組んでい
ると思いますか。」の項目で、４段
階Ｂ以上が６５％以上である。

１：保護者による学校評価で「学校
は、体育や保健指導等の実施をと
おして、お子さんの体力向上や健
康の促進に積極的に取り組んでい
ると思いますか。」の項目で、４段
階Ｂ以上が６５％未満である。

３：保護者による学校評価で「学校
は、体育や保健指導等の実施をと
おして、お子さんの体力向上や健
康の促進に積極的に取り組んでい
ると思いますか。」の項目で、４段
階Ｂ以上が７０％以上である。

２：教員による学校評価で「校
内研究の事前・事後授業、ＩＣＴ
機器を活用等をとおして授業
改善を行った」と回答した教員
が６５％以上である。

３：教員による学校評価で「校
内研究の事前・事後授業、ＩＣＴ
機器を活用等をとおして授業
改善を行った」と回答した教員
が７５％以上である。

４：教員による学校評価で「校
内研究の事前・事後授業、ＩＣＴ
機器を活用等をとおして授業
改善を行った」と回答した教員
が８５％以上である。

○ICT機器の
各教室完備に
より全ての学
級でICT機器を
活用した授業
ができた。ま
た、校内OJTが
計画的に行わ
れ、指導力の
向上に努め
た。
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１：教員による学校評価で「校
内研究の事前・事後授業、ＩＣＴ
機器を活用等をとおして授業
改善を行った」と回答した教員
が６５％未満である

○学校規模・・・・・・・児童数：１，０２２名・学級数：２９学級・教職員数（５９名）：校長１、副校長２、教員３８、講師５、事務１、栄養士１、主事４、カウンセラー２、都区非常勤３

○本校の教育目標・・・・○よく考える子ども ◎思いやりのある子ども ◎がんばる子ども ○じょうぶな子ども （特に◎印を重点とし、豊かな心をもち実践力のある子どもを育成する。）

○本年度の主な取組・・・校内研究：教科（国語科） 研究主題「聞くむ力を高め、進んで表現しようとする児童の育成」～「話す・聞く」ことの指導を通して ～を年間２９回以上の授業実践をとおして

実現

○特色ある教育活動・・・国際交流（東京工業大学留学生・東京朝鮮第六初級学校） 池雪いきいき応援隊（学校支援地域本部）と連携した教育活動 校内研究と授業観察を関連づけた授業改


